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能代システム／能代市が実施

まずはじめに、航空機で山林をレーザー測量します。

すでに能代市が令和３年に常盤地区を、令和５年には梅内の種

梅川の西側を実施しています。

山林の詳細な地形、木の種類や本数、樹高、材積などまでわか

るため、広大な範囲のデータを一気に取得できます。

今後は市内の山林を順次測量していきますが、種梅川東側の実

施年度は今のところ未定です。

個人の林の維持管理について

後継者がいない、自分の林がどこにあるのかわからない、ただ固定資産税を払っているだけで

はないのか。林はもういらない・・、誰かに譲りたい・・。 そう思っている方もいるかもしれ

ません。

でも、少し待ってください。

能代市が下記の「能代システム」で、個人の林の管理に支援をはじめています。

聚落も、皆さんの林について、何かお手伝いできることがないか検討しているところです。

山の立木を売ることは問題ないのですが、土地を部外の第三者に売ることは注意をしていただ

きたいのです。売った土地が周りに迷惑をかけるような使われ方をされるのが心配されます。ま

た、林道を作る場合などに協力を得られないということも考えられます。土地転売の業者に売る

ことは、特に危険があります。

下記の能代システムも参考にして、自分の林の今後についてゆっくり考えてみてください。

（山林の固定資産税は、平均1,000～2，000円／町歩、それほど大きな負担にはならないと思います）

レーザー測量のあとに、境界推定図を作ります。

すでにある公図や林班図をもとにして、レーザー測量の結

果を加え、現場の杭などの確認、現地に詳しい地元の人か

らの情報などを総合して、境界推定図を作ります。

これまでの林の図面といえば、公図と林班図しかないの

ですが、残念ながらどちらも実態とはだいぶ異なるケース

が多く、信頼性に欠けるものでした。境界推定図は、これ

らにレーザー測量結果などを加えてより実態に近づけた図

面と言えます。

これを見た常盤地区の住民からは、「これでいい、これ

を境界にしよう！」という声が多かったとのことです。

境界推定図

地番ごと、氏名入り、ＧＰＳ座標付き



　

　

種梅小学校の
解体について

　昨年秋に能代市教育委員会から種梅小学校の体育館について相談があり、地元の了解
が得られれば６年度に解体の設計をして、７年度には解体したいとのことでした。現在
では体育館の利用もほとんどない状況であり、相談を受けた梅内聚落・種部落ともに解
体はやむを得ないと思っているところです。この件についてご意見などがある方は、最
寄りの協議員にご連絡ください。

種梅川の堤防の応急復旧工事

堤防の復旧工事について、昨年12月に秋田県から説明がありました。

・堤防が崩れているところは春までにトンパックなどで応急の復旧工事を行

うので、今年の田植えは通常通りに行ってください、とのことでした。（応

急工事のため田んぼに重機が入るので、その田主の方々には1月21日に説明会を行

いました）

・本格的な復旧工事は秋の稲刈り後に行うとのことです。

・田んぼにあがった石や土砂については、能代市が実施する農地災害復旧工

事になるので、秋の堤防工事と同時か、その後になるもようです。

梅内聚落コミュニティセンター(旧さんぽえむ)をご利用ください

今年度は聚落住民は使用料が無料、トイレは水洗、冷暖房完備、調理器具も充実。

グループの集まりなどに、どんどんご利用ください！

その後、能代市は将来的に収益が見

込まれる林と、そうでない林を区分け

して、収益が見込まれる林については、

個人あてに間伐などの施業提案書を提

示します。

提案書には、林の地番、面積、立木

本数、材積などが記載され、さらに間

伐を行った場合の収入、経費、差し引

きの収益までが示されます。周囲の林

と同時に間伐すると、経費がさらに安

くすむとのことです。

自分の林の所在場所や杉の木の詳し

い情報が得られ、間伐による収入まで

提案してもらえるありがたい制度です。

※この能代システムについては、広報のしろ

や北羽新報でも紹介されています。

４月の総会では、スライドなどを使って、分かりやすく詳しく説明する予定です。



 


